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肥効調節型肥料の側条施用が水稲湛水土 中条播の生育収量 に及 ぼす影響
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1 は じ め に

秋田県における直播栽培面積は2003年 が360ha、 2004

年は約460heであり、毎年 120～ 140%の伸びを示してい

る。播種様式は代かきを伴う湛水直播が9割以上を占め

ており、中でも湛水土中条播が全体の8割 を占めるに至

っている。一方、秋田県における主要な播種様式である

湛水土中条播に利用される播種機は、そのほとんどが側

条施肥機構を有しているが、直播栽培における側条施肥

では、生育中期の急激な葉色低下が問題となっている。

また、圃場の大区画化や規模拡大に伴い、施肥作業の省

力化が望まれている。

そこで、水稲湛水土中条播栽培における施肥作業の省

力化と、「あきたこまち」の生育および収量の安定化を

図るため、側条施肥の効果を明らかにするとともに、肥

効調節型肥料の側条施用による全量基肥栽培技術を検討

したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次

(2)試験場所

(3)供試品種

(4)播種様式

2002-2004生「
秋田農試水田圃場 (細粒グライ土)

あきたこまち

湛水土中条播 lY社製湛水土中施肥播種機)

(5)試験区の構成

1)苗立ち試験 (2003年 )

速効性窒素による「全層施肥区J「側条施肥区」、被覆

尿素を50%含む「側条LP70区 」「側条LP100区 」、及び「無

肥料区Jの 5区構成とした。基肥窒素量は、速効性窒素

全層施肥区及び側条施肥区が0 5kg/a、 側条LP70区及び

側条LP100区が0 7kg/a。

2)側条施肥試験 (2003～ 2004年 )

速効性窒素による「側条施肥区」「全層施肥区Jの 2区

構成とした。施肥窒素量は、基肥055+幼形期01+減分

期0 2kg/a。

3)肥効調節型肥料側条施肥試験 (2002～ 2004年 )

被覆尿素を50%含む肥料の全量基肥側条施用による「L

P70区」及び「LP100区 」と速効性窒素の分施による「対

照区」の3区構成とした。施肥窒素量は,LP70区及びLPl

00区が0 7kg(追肥なし)、 対照区が基肥05+幼形期01+

減分/J10.2kg/a。

(6)播種日 :5月 9～ 14日

(7)播種後落水期間 :6～ 8日 間 (積算気温90℃ )

(8)播種量 :乾籾換算0 4kg/a(カ ルパー15倍重粉衣)

3 試験結果及び考察

(1)苗立ち試験

直播栽培における側条施肥では、種子近傍の施肥部分

における窒素濃度が著しく高くなるが、いずれの試験区

も無肥料区と同等の出芽推移及び苗立率を示しており、

肥料の種類及び施肥法による出芽・苗立ちへの影響は認

められなかった (図 1)。

(2)側条施肥試験

側条施肥区は全層施肥区に比較して、 7月 上旬までの

窒素吸収が旺盛で、草丈、茎数とも全層施肥区を上回り、

初期生育が促進した。ただし、7月 上旬 (8葉期頃)になる

と側条施肥区の施肥窒素はほぼ消失したと見られ、稲体

窒素濃度および葉緑素計値は急激に低下し全層施肥区を

下回つた (表 1)。 成熟期の生育及び玄米収量は全層施肥

区と同等であつた (表 2)。

(3)肥効調節型肥料側条施肥試験

LP70区及びLP100区 は分げつが旺盛で、茎数は対照区

を上回つて推移し、穂数も多くなった(図 2)。 また、LP7

0区及びLP100区 の施肥窒素量は、対照区の約10%減 とし

たが、8月 上旬 (減数分裂期頃)までの窒素吸収量は対照

区を上回つて推移し、穂揃い期及び成熱期の窒素吸収量

は同等であつた(図 3)。

LP70区およびLP100区 は対照区に比較して、有効茎歩

合が低下するものの、穂数及び単位面積当たり籾数が多

く、収量が向上した。また、被覆尿素利用による玄米窒

素濃度への影響も認められなかった。ただし、LP100区

は成熟期の倒伏程度が大きく、玄米品質の低下が認めら

れた(表 3)。

4 ま と め

直播栽培における側条施肥では、種子近傍の施肥部分

における窒素濃度が著しく高くなるが、側条施肥による

出芽・苗立ちへの影響は認められなかった。また、速効

性窒素の側条施肥は全層施肥に比較して初期生育確保に
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有効であつたが、7月上旬以降稲体窒素濃度が急激に低

下した。一方、速効性窒素+被覆尿素の全量側条施肥は、

対照とした速効性窒素の側条施肥十追肥に比較して10%

程度減肥しても増収した。ただし、100日 タイプ被覆尿
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図 1 施肥法が出芽・苗立率の推移に及ぼす影響

(2003年 )

素では倒伏による品質低下が認められたことから、70日

タイプ被覆尿素の利用が生育および収量の安定化に有効

であると考えられた。
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表 1 側条施肥が初期生育に及ぼす影響(2003～ 2004年 )
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表2 側条施肥が成熟期の生育及び収量・収量・収量構成要素に及ぼす影響(2003～2004年 )
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図 2 側条施肥における肥料の違いが茎数の推移 に

及ぼす影響(2002～2004年 )
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図3 側条施肥における肥料の違いが窒素吸収量の

推移に及ぼす影響(2002～2004年 )

表3 肥効調節型肥料の側条施肥が成熟期の生育及び収量・収量・収量構成要素に及ぼす影響(2002～2004年 )

玄米重  資識 董糞施肥N 得長 倒伏 弓翼嘉 穂数 粒譲 
籾数 曇馨 1よ

kg/a   Cm 04   % 本/甫 粒/穂 1ぴ種/市   %  g L/a 指数  1■    %
LP70     0 73   78 0    :7    760    424    038    207    900   228    505    108     23    118

LP100    0 74   78 8    22    77 0    411    60 3    26 6    90 7    22 8    50 3    108     33    1 20

カf躙目     080   774    20    830    309    701    249    905    232   467   (100)   28    127

662    0Ю    864    292    660    187    888    232    309    66
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